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 夏休みが明け、２学期が始まり、あっという間に２週間が経とうとしています。そして、いよ

いよ明日は運動会です。３年生の団リーダー達は夏休みから活動し、準備をしてきました。今週

に入り、各団の応援練習や学年での競技練習にも熱が入り、準備は万全です。全校生徒で気持ち

をひとつにし、思い出に残る熱い１日にしたいですね！ 

今回の道徳通信では、運動会にちなんだ各学年の取組を紹介いたします。ぜひ読んでみてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生 掲示物より １階から２階にあがる階段の踊り場に

素敵な掲示物を発見！ 

～３年生運動会への意気込み～ 

副団長として自分にできることを最後まで

一生懸命やりきれるようにがんばります！ 

そして、青団でよかったとみんなが思えるよ

うな運動会をつくりあげていきます！！ 

みんなで盛り上がろう～！！ 

エールリーダーとして大きな声でみんなを

引っ張っていけるように頑張ります！！ 

みんなで一致団結して、２冠取ろうぜ！！ 

エイ・エイ・オー！！ 

エールリーダーとして３年生にとって最後の

運動会が最高のものになるように全力でがん

ばります。 

３年エールリーダーとして後輩をまとめな

がら最高の運動会にして、２冠をねらってい

きたいです！！ 

みんなで頑張るぞー！！！ 
赤団ももちろんだけど、団を問わず、すべての団

が「最高の運動会」だったと思えるように全力で

頑張りたいと思います。 



 

 

 

 運動会前の道徳の時間に、２年生の全クラスで「みんなでとんだ！」という話を学習しました。 

 

 

 

 

 

本当の友情 って、どんなものだと思いますか？ 

単に「仲が良い」「自分と気が合う」だけが友情でしょうか。おそらく小さい頃はそれでもよかったのでしょう。

でも成長するにしたがって「友情」のかたちも変わってくるものだと思います。今一度、本当の意味で団結

するには何が大切かを、ぜひ考えてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生 「みんなでとんだ！」より 

【あらすじ】 

運動会の学年種目の「大縄とび」で１位を目指していた２年１組は、大縄が苦手な矢部ちゃんを入れずに跳ぶか、全員

で跳ぶかで悩む。運動会前日の長時間に及ぶ話し合いで賛否両論が出される中、最終的に「みんなでとぶ」ことを選

択し、「最高のビリ！」となるのであった。 

 

チームワークや一人一人を応援する気持ちが大切だと思いました。 

そうしたら失敗しても「次はがんばろう」とつなげる一言がかけら

れるし、成功したらクラスのみんなで成功を一緒に喜べるからです。 

めんどくさがってテキトーにするよりも、精一杯

取り組んで負けたほうが最高のクラスになれる

気がしました。 

自分の言いたいことだ

けを言っていても、いい

クラスにはならない。話

に耳を傾ける姿勢、認め

合う気持ちが大切！！ 

今日の授業から、一生懸命な気持ちをもって、行事に参加したいと思いました。 

まずは一人一人本音でぶつかってみる。何を決めるにも一人一人の意見を聞

く。全員が納得するのは難しいかもしれないけど、大切なこと。“本音を言

い合える”とか、“皆の良・悪を理解し支え合う”とか、そんなクラスにし

たいし、そんなクラスを皆で協力して作りあげていきたいと思った。 

もう少しで運動会だから、みんなでちゃんと

楽しめるようにしたいし、だれか一人だけと

いうことにならないようにしたいです。 

相手のことを考えて行動したらいいと思った。 


